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＜連絡事項＞

· 本日午後より、ローテーション研修で苅田葉子さん来所。

· 本日16:00より中居松男様の退院時療養検討会あり。

· 3/26（金）飯野SGM出張の為、不在。有休スタッフもいる為、協力して勤務を行うこと。

· 4/5～東北メディカル学院の作業療法学科学生　赤坂亜理沙さんが実習に来られる予定。

· 4/1～診療報酬改定の為、食事量が別途実費となる。今後の対応、利用者への説明方法について検討していく。スタッフは周知しておくこと。

＜ナイトケア事例検討＞

村上　元道様（38）男性　　主病名：統合失調症

利用開始日：平成20年12月3日（1年2ヶ月）

治療計画　日常生活で感じたストレスや不安について相談出来る場を提供する。

検討内容　治療計画の評価、見直し

治療計画について

· 以前は、自分の悩みやストレスについて誰にも相談する事ができず、再発を繰り返していた。現在は、その事を本人理解しており、自分の考えは些細なことでもスタッフに相談する事が出来ている。

· ナイトケアは、食事や入浴などの生活の場や、運動などをしてストレスを発散出来る場、スタッフに悩みを相談する場として捉えている。

· 今後、ナイトケアを卒業したら誰に相談するのかという問いに対しては、「友人に相談する」と話されている。青明舎には、仕事に関する相談は現在も行うことが出来ている。

その他

· ナイトケアにて、他者に対しての不満やプライバシーに関わることを大声で話すことがある。スタッフが指摘をすると、「そうなんですか？」と何を話したら不都合であるのか理解出来ていない様子。仕事の場で同じような事をした場合どうなるか考えて頂くと、「自分の立場が悪くなる」と理解している。

検討結果

· 現在の治療計画は継続。

· 場をわきまえた発言や行動などを意識して頂くよう、コミュニケーション能力について治療計画に追加する。

＜利用者様情報＞

· 町屋　譲二　様～八戸赤十字病院からの紹介状は4/2に用意出来るとのこと。4/5から正式利用開

始、4/9当院初外来予定。自立支援医療の手続きや、交通費の返金については今後確認を行っていく。

· 繁名　和恵　様～視力低下があり、日常生活に支障があるとのことで眼鏡を作りたいとのこと。青

明舎にも情報提供したところ、眼科受診や眼鏡作製に青明舎スタッフが同伴することになっている。

· 細越　定生　様～幻聴に左右された行動や精神的に不安定な様子はみられないが、些細な事に対し

て突っ込んで確認するなど、口調の強さ見られている。自分の考えに対し、話す行為が追いついていない様子。

⇒病状の変化に注意し、内服の必要性について繰り返し説明を行っていく。

· 田向　玲美　様～昨日遊び過ぎて疲労がある為、早く帰りたいと話されている。決められた利用日

に、定時までデイケアに居ることが出来るという点は評価されること、本人の意思で利用を決めたことを振り返って頂くが、本人黙り込んでいる。

· 大久保　康弘様～自室にいると幻聴があり、自制出来ないとのことで、内服調整を行ったとのこと。

⇒内服調整により、病状の変化も考えられる為、注意して観察を行っていく。

· 種本　サハ　様～「男の人がいない事が不安」と話されており、疲労を訴えている。エアロビクス

でも、「疲れた」と言って床に横になってしまうことがある。⇒精神的にも不安定な状態とも考えられる為、本人の状態を見ながらプログラム参加を促していく。

· 稲垣　ふき　様～抜歯した部分を気にしている様子あり。次回3/26歯科受診するとのこと。

· 佐藤　ミツ子様～3月上旬、左大腿部から脹脛にかけての痛みがあるとのこと。正座することや立

位を保つ事も厳しいと話されている。青風荘のスタッフには相談していないとのことで、次回外来受診時に担当医へ相談するように説明している。

· 下妻　康貴　様～隣人の掃除の音が気になる件について、昨日青明舎に相談したとのこと。偶然会

った時でもいいので、自分でも隣人に声をかけてみてはどうかと説明している。また、背中のしびれについて、「宇宙人が何か埋め込んだのかも」と真面目な様子で何度か話題に出すことがある。

· 村田　昭一　様～グループホームにて、壁を這っているゾウリムシをライターで焼き殺そうとして

いることがあったとメンバーより情報あり。火災の恐れがあるため、世話人よりハエタタキを購入するように説明するが、「素手で殺すからいい」と断っている。

＜外来患者様情報＞
· 淡路　智恵子様～松尾歯科受診しているとのこと。頭痛薬は1回服用したと話されている。

· 青木　紀子　様～一人暮らしを希望していたが、本人も父親も一人暮らしは不安だと話されている

為、現状のままで過ごすとのこと。それに伴い、明日の面談はキャンセルとなっている。そわそわして落ち着かない感じや、暴れ出したくなることがあったとのこと。作業所には行けるようになり、夜間睡眠は取れていると話されている。

· 巴　　勇樹　様～時々煙草を他者から貰っているとのこと。トラブルになる為、行わないよう注意

している。体重72kgと増加傾向。

· 袴田　淑子　様～腹痛があったが、すぐに治まったと話されている。

· 高橋　幸雄　様～体重79.0kg（先週比-0.4kg）

· 東海林　康之様～特に変わりないとのこと。2月に娘様に会いに行って来たと話されている。

· 其田　淑子　様～煙草は1日3～4本で過ごしているとのこと。体重68.6kg（先週比+1.8kg）。皮膚

科受診したと話されている。また、今後もグループホームに居ることが出来るようになったと報告されている。

· 番沢　政勝　様～特に変わりなし。弥生祭りでは、風邪をひいて合唱の練習が出来なかった為、緊

張したと話されている。右手右足のしびれは良くなってきたとのこと。

· 大下　良悦　様～昨日、眼鏡を作成してきたと報告されている。

· 川口　尚良　様～厳しい人がいる為、先週AAには参加しなかったとのこと。担当医より、趣味か

何かを行ってみてはどうかと勧められている。体重は変動なし。

· 村上　元道　様～仕事は順調で、疲労はないとのこと。うみねこ幸房は午前中の仕事が忙しくなっ

てきたと話されている。

· 秋山　和子　様～特に変わりはないが、ビーンと耳鳴りがすることはあるとのこと。

· 駒木　　学　様～体調はまあまあだと話されている。バスで通院しているが、問題は無いとのこと。

体重74.0kg（先週比+0.6kg）

· 溝越　キク　様～本日、栄養指導実施。「肉を食べないようにしている」と本人話されている。体

重71.2kg（先週比-0.4kg）

· 繁名　和恵　様～右耳に腫れ、指を入れると頭痛がすると訴えている。痛み止めの他に、抗生剤処

方している。腹部不快感はないとのことだが、シンラック液は止めとしている。本日、ハロマンス（50）1A筋注実施。

· 大久保　康弘様～週末、自室でぼんやり物思いにふけっていると幻聴が聴こえるとのこと。幻聴の

内容は、「ひびが入った」「割れた」と動詞で聴こえると話す。そわそわして落ち着かないのは、喫煙で抑えるとのこと。口渇があり、1日に水4～5L飲んでいるとのことで、内服調整行っている。

· 板橋　利美　様～4/30青山荘退所予定。明日から訪問看護導入する為、訪問看護利用日はデイケ

ア欠席となる。イライラした感じはなく、落ち着いているとのこと。

· 豊川　明男　様～口の中が苦い感じがする、抜け毛が気になる（1日に80本抜ける気がするとの

こと）と発言あり。

· 清水頭　翼　様～質問に対し、返答に時間を要している。自宅では皿洗いを手伝っているとのこと。

夜間睡眠はとれていると話す。ハロマンス（50）1A筋注実施。

· 本多　富美　様～調子は良く、食事も摂れていると話されているが、外見的に明らかに痩せており、

唇が乾いている様子みられている。睡眠が不安定とのことで、それが耳鳴りの原因でもあること説明している。4月からデイケア通所再開してはどうかと勧めているが、本人しぶっている。

· 高柳　和子　様～憂鬱な気分がない時はデイケアは楽しいけど、憂鬱な気分の時は楽しくないと話

されている。

＜勉強会資料＞

青陽館火災時緊急行動

	１．出火場所の確認　　　　　火災報知盤で知る

	２．出火現場の確認　　　　　出火現場を探し状況確認

	３．初期消火　　　　　　　　消火器使用

	４．消防通報　　　　　　　　火災報知装置かPHS使用

	５．施設内への通報　　　　  放送機使用

	６．区画形成

	７．利用者様の避難誘導と残留者なしの確認

	８．人員確認

	９．防火管理者への報告（17時以降は、チーフ）


青陽館　火災発生時の緊急行動の手引
１．出火場所の確認

　火災警報機の警報音を聞いたら「出火場所の確認」。

　①自動火災報知設備の受信機のある１階スタッフルームに駆けつける。

　②受信機の火災報知器連動操作盤の明かりのついているところを探し、警戒

区域図面と合わせて見て出火場所を確認する。

２．出火現場の確認

　消火器を持って、出火場所へ急行する。

３．初期消火

　　現場確認の時に消火器によって行う。

　　※事前に消火器の使い方を熟知しておくこと。

　消化できれば終了。消化できなければ、すぐ「消防機関への通報」などの行

動に入る。

４．消防機関への通報

　　消火器での消火がうまく出来なかった場合、直ちに火災発生を消防機関に通報し（通報例文を利用）、SGM（不在時は、JGMかその日のリーダー）に連絡。
報告を受けたSGM（（不在時は、JGMかその日のリーダー）は、防火管理者（清水）へ連絡。１７時以降はチーフへ報告。
※この通報時に警戒音を停止する（音響停止スイッチの音響、地区音響の赤

い２個のスイッチを押す）。
※事前に音響停止スイッチを連動操作盤の実物で操作してみておくこと。

　　　消防機関（１１９）へは火災報知装置を使用するか、PHSで「００１１９」

をダイヤルすれば通じる。
　　※事前に火災報知器装置の使い方を熟知しておくこと。

５．施設内部への情報伝達

　　次に施設内に火災の状態、避難の仕方、避難先を放送する。通報例文を利用

し３回以上繰り返すこと。

　　※この通報時に警戒音を停止する。
　　※事前に放送機器の使い方を熟知しておくこと。
６．区画形成

　　防火区画形成のため、手動で防火扉を閉める。（防火扉：各階の階段のドア、

外部との通用口）

　　※「出火場所の確認」「消防通報」「施設内部への情報伝達」などは１階スタ
ッフルームで同時操作できる項目である。

７．利用者の避難誘導と残留者なしの確認

　　各階とも下記の①か②のルートで避難する。
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①内部の段階から１階に降り　　１階喫煙所隣の非常口から戸外に避難する

正面玄関から戸外に避難する

浴室側非常口から戸外に避難する

　　②浴室側の非常口から外階段を使用し１階に降り避難する

※各室、残留者がないか確認しながら利用者を誘導し残留者のいないことを確認する。
　　※使用者の名簿を（夜間は懐中電灯も）携帯するのを忘れないように。
※１階喫煙所隣の非常口と３階非常口は、取っ手のプラスチックカバーを捻り破損し、中鍵を外して開く。これは現場で事前に確認しておくこと。
８．人員確認

　　戸外に誘導した利用者を安全な場所に誘導し、人員の確認をする。この時欠

員があれば、名簿で欠員者氏名を確認し、捜索する。

９．報告
①避難場所人員を確認しリーダーへ伝える。

②報告を受けたリーダーは防災対策本部へ報告する。

災害時の通報文例

　　　　　　　　　　青陽館の場合

消防通報専用電話からの通報例文

◆火災通報装置を使用。

①またはPHSでは００１１９を押す。

②＜こちら１１９番＞＜消防署です＞＜火事ですか、救急ですか＞

　　　　「火事です、火事です。」

③＜場所は？＞

　　　　「青陽館です。」

　　　「住所は八戸市田面木字赤坂３５－６８」

　　　「電話番号は２７－２０１６」

　　　「国道１０４号の八戸自動車道の出入口角の青南病院の上方です。」

◆「３階建ての・・・階が燃えています。」

　　　「逃げ遅れた人は」
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　　　　　　　　「いません。」

　　　　　　　　「・・・人逃げ遅れました。」

　　　　　　　　「まだ分かりません。」

◆その他、特異な事があれば言う

館内放送例文

「・・・で火災が起きています。メンバーの方はスタッフの指示に従って避難して下さい。スタッフは、・・・から・・・へメンバーを誘導して下さい。」


　　　　　　　　　









青陽館緊急連絡網








